
分野 ●顧客や消費者の状況を加味して、その状況にあった商
品やサービスを訴求するサービス

顧客層 ●比較的裕福な層

ユーザ企業のメリット ●在庫状況に応じて、リアルタイムにプロモーションできる

●ターゲットを明確にすることでのコスト削減が可能

プラットフォーム提供企
業のメリット

●新たなコンテクスト情報の管理

●個別プライバシーへの対応ビジネス

図表1　コンテクスト・マーケティングの特徴　
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図表2　セインズベリー社を中心とした実験の概要

ゲート型リーダ／ライタクレートは2個
積み重ね可能。
欧州の他の使
用例では、4個
積み重ねまで
可の例もある。

クレートを18～
30個積み込む

RF-IDタグ
を差し込む

タグの情報：
　製品番号
　ルート番号
　賞味期限

図表3　ゲートおよび周辺の仕組みの概要
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図表4　日本における標準化をめぐる組織


